浄土宗保育協会互助共済会　教職員永年勤続表彰細則
（目的）
第１条　浄土宗保育協会に登録した会員施設従事者に対する互助共済事業として、教職員　　の永年勤続表彰について定めるものとする。
（勤務年数区分）
第２条　教職員の永年勤続表彰に該当する勤務年数区分は１０年をもって区切り、次の各　　号とする。
　①１０年以上の者　１０年以上２０年未満で、現在まで表彰を受けていない者。
　②２０年以上の者　１０年で表彰を受け、その年数が２０年以上になった者、及び３０　　　　　　　　　　年未満で、現在まで表彰を受けていない者。
  ③３０年以上の者　２０年で表彰を受け、その年数が３０年以上になった者、及び４０　　　　　　　　　　年未満で、現在まで表彰を受けていない者。
  ④４０年以上の者　３０年で表彰を受け、その年数が４０年以上になった者、及び４０　　　　　　　　　　年以上で、現在まで表彰を受けていない者。
（年数計算）
第３条　勤務年数は、表彰年度の前年度末（３月３１日）をもって算出する。また、現在　　勤務している施設における勤務年数であり、他施設の勤務年数は合算できない。但し、　　同法人間においてはこの限りではない。
（表彰候補者）
第４条　表彰候補者は、当協会加盟施設に勤務している者に限る。退職者を推薦することはできない。但し、表彰区分をもって満期退職の場合は、この限りではない。
  ２　被表彰者として推薦後、表彰当日までの間に死亡した場合には、その遺族に対して追賞することができる。
　３　過去において受賞した者の再表彰については、原則として行わない。
（交付手続き）
第５条　別紙推薦書により、所属施設設置者より浄土宗保育協会に推薦する。但し、前年　　度まで会費清納施設に限る。
　２　表彰推薦の締め切り日は、毎年６月３０日とする。推薦締切日を過ぎた場合は、翌　　年度の表彰とする。
（表彰）
第6条 永年勤続者の表彰は、毎年浄土宗保育協会全国研修会にて表彰する。
　２　第４条１項による表彰区分をもって満期退職された教職員においても、上記浄土宗保育協会全国研修会にて表彰する。

（記念品）
第７条　表彰記念品は、５，０００円を限度として、賞状、賞状ファイル及びその他をも　　って贈呈する。

　２　表彰記念品の賞状、賞状ファイルの贈呈は、浄土宗保育協会全国研修会当日及び全国研修会後とする。
（細則の改廃）
第８条　この細則は、浄土宗保育協会理事会において改正することができる。
（附則）
　１　本規定は、平成１７年４月１日より施行する。

（附則）

　１　本規定は、平成１８年５月２３日より施行する。
